
国賠署名を職場、地域にひろげ
草の根から憲法改悪阻止へ

総
選
挙
後
の
勝
ち
組
を
誇
っ
た
新
小
泉
内
閣
は
、
通
常
国
会
開

会
の
冒
頭
か
ら
、
耐
震
偽
装
の
建
築
行
政
、
米
牛
肉
輸
入
の
手
ぬ

き
、
防
衛
施
設
庁
談
合
、
格
差
と
貧
困
の
拡
大
な
ど
、
弱
者
切
り

捨
て
政
策
の
破
綻
が
浮
き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

外
交
に
い
た
っ
て
は
、
小
泉
首
相
の
靖
国
参
拝
が
、
日
本
の
侵

略
戦
争
を
正
義
の
戦
争
と
す
る
「
靖
国
史
観
」
に
立
つ
行
為
で
あ

り
、
第
二
次
大
戦
後
の
日
独
伊
の
戦
争
犯
罪
を
断
罪
し
た
う
え
に

築
か
れ
た
国
際
秩
序
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
、
国
内
外

か
ら
の
批
判
は
つ
よ
ま
る
ば
か
り
で
す
。

孤
立
す
る
小
泉
内
閣
は
、
米
軍
再
編
に
よ
る「
日
米
軍
事
同
盟
」

を
バ
ッ
ク
に
し
た
「
戦
争
す
る
国
」
へ
の
憲
法
改
悪
と
い
う
、
ア

ジ
ア
の
平
和
的
共
存
へ
の
大
き
な
流
れ
に
逆
行
す
る
、
い
っ
そ
う

危
険
な
道
を
急
い
で
い
ま
す
。

私
た
ち
同
盟
の
運
動
が
基
本
と
し
て
き
た
「
再
び
戦
争
と
暗
黒

政
治
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
よ
び
か
け
は
、
今
や
国
民
的
な
願
い

と
共
通
し
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
国
民
的
、
社
会
的
な
連
帯
の

一
翼
を
果
た
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪

・
賠
償
の
要
求
は
、
過
去
の
あ
や
ま
ち
を
正
し
、
憲
法
九
条
を
守

る
確
か
な
証
し
と
な
る
運
動
で
す
。
５０
万
署
名
を
持
っ
て
、
５
月

１６
日
の
国
会
請
願
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

�３８０
編集発行人 中西三洋
治安維持法犠牲者
国家賠償要求同盟
〒１１３－００３４東京都
文京区湯島２―４―４
平和と労働センター・全労連会館
Ｅメール chiam@plum.plala.or.jp
電話０３（５８４２）６４６１
FAX０３（５８４２）６４６２
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大
阪

塩
田
一
向

茨
城

久
保
田
俊
雄

北
海
道

伊
藤

俊

新
春
全
国
理
事
会
は
１
月
２５
日
、
東
京
・
全
労
連
会
館
に
お
い
て

開
か
れ
、
全
国
か
ら
四
四
都
道
府
県
の
代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
斉
藤
事
務
局
長
死
去
に
よ
る
本
部
体
制
確
立
の
た
め
新
た

に
神
戸
照
会
長
代
行
、
新
事
務
局
長
に
針
谷
宏
一
、
新
事
務
局
次
長

に
小
池
荘
一
、
新
常
任
理
事
に
田
中
幹
夫
を
選
出
。

神
戸
会
長
代
行
挨
拶
に
続
い
て
、
針
谷
事
務
局
長
に
よ
る
�
全
同

盟
員
が
憲
法
九
条
を
高
く
か
か
げ
、
た
た
か
い
の
先
頭
に
立
と
う
�

と
、
運
動
方
針
を
提
案
、
活
発
な
討
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

意
識
的
に
拡
大
と
署
名
を
追
及

最
高
時
現
勢
を
超
過
達
成

昨
年
は
四
月
に
、
上
田
日
本
共
産
党

副
委
員
長
を
迎
え
て
、
３
・
１５
、
４
・

１６
大
弾
圧
研
修
会
を
五
〇
〇
人
で
開
い

た
の
を
は
じ
め
、
多
喜
二
の
「
早
春
の

と

き

賦
」
や
「
時
代
を
撃
て

多
喜
二
」
な

ど
多
面
的
に
と
り
く
み
、
大
会
ま
で
に

三
二
〇
人
、
七
月
か
ら
年
末
ま
で
に
二

一
一
人
拡
大
し
、
差
し
引
き
で
念
願
の

二
三
五
三
人
の
最
高
時
現
勢
を
五
人
超

過
達
成
し
ま
し
た
。

毎
週
の
三
役
会
議
と
月
一
回
の
理
事

会
で
情
勢
学
習
を
重
視
し
、
意
識
的
に

拡
大
と
署
名
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。

全
国
女
性
交
流
集
会
の
報
告
会
を

民
青
と
共
催
、
後
継
者
づ
く
り
を

国
民
保
護
法
の
条
例
化
が
県
議
会
に

か
か
っ
て
い
る
。
一
連
の
ビ
ラ
弾
圧
事

件
や
共
謀
罪
な
ど
、
治
安
維
持
法
前
夜

の
情
勢
だ
と
い
う
こ
と
が
、
共
通
認
識

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
全
国
女
性
交
流
集

会
に
初
め
て
三
十
代
と
四
十
代
の
市
議

が
、一
人
は
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
参
加
。

報
告
集
会
「
春
を
呼
ぶ
女
性
の
集
い
」

を
民
青
と
共
催
で
計
画
。
こ
の
中
で
若

者
の
中
に
会
員
を
広
げ
後
継
者
を
つ
く

り
た
い
。
民
青
の
県
委
員
会
が
会
員
に

な
っ
た
こ
と
が
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

困
難
な
支
部
を
再
建
し
滞
納
克
服

顕
彰
活
動
と
結
ん
で
会
員
拡
大

財
政
で
は
、
大
会
時
に
四
ヵ
月
滞
納

年
末
恒
例
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の「
紅
白
歌
合
戦
」。
古

い
人
間
の
一
人
と
し
て

な
か
な
か
現
代
の
若
者

の
ラ
イ
ブ
調
に
は
つ
い

て
ゆ
け
ず
、「
歌
は
世
に
つ
れ
、
世
は

歌
に
つ
れ
」
と
歴
史
を
思
い
起
さ
れ

る
昔
の
歌
に
耳
を
傾
け
が
ち
で
す
▼

今
回
ひ
と
き
わ
光
っ
た
の
が
、
吉
永

小
百
合
さ
ん
の
詩
の
朗
読
と
引
き
つ

づ
く
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
歌
。
吉
永

小
百
合
さ
ん
は
峠
三
吉
と
栗
原
貞
子

の
詩
を
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
は
原
爆

投
下
直
後
の
広
島
と
長
崎
の
惨
状
を

歌
い
あ
げ
ま
し
た
▼
被
爆
六
〇
年
に

ち
な
ん
だ
演
出
と
は
い
え
、
視
聴
者

の
だ
れ
も
に
、
「
非
核
平
和
の
世
界

の
実
現
こ
そ
幸
せ
の
根
源
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
▼
歌
声
と
平
和
で
思

い
出
さ
れ
る
の
は
美
空
ひ
ば
り
さ

ん
。
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
は
生
前
毎
年

夏
の
広
島
で
の
「
平
和
音
楽
祭
」
に

出
演
、『
一
本
の
鉛
筆
』を
歌
い
ま
し

た
。「
一
本
の
鉛
筆
が
あ
れ
ば
平
和
と

書
く
」
と
▼
後
年
秋
葉
広
島
市
長
は

こ
の
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
に
学
ん
で
、

八
月
六
日
の
記
念
式
典
の
平
和
宣
言

の
中
で
、「
一
本
の
鉛
筆
が
あ
れ
ば

核
兵
器
廃
絶
と
書
く
」
と
、
よ
び
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
元
）

全全
同同
盟盟
員員
がが
憲憲
法法
九九
条条
をを

高高
くく
かか
かか
げげ
、、たた
たた
かか
いい
のの
先先
頭頭
にに

――
――
二二
〇〇
〇〇
六六
年年
新新
春春
理理
事事
会会
・・
主主
なな
発発
言言

針谷宏一事務局長

神戸照会長代行
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秋
田

近
江
谷
昭
二
郎

島
根

勝
部
庸
一

女
性
部
長

満
渕
政
子

神
奈
川

増
本
一
彦

和
歌
山

引
地
延
子

し
、
身
が
縮
じ
む
思
い
で
し
た
。
全
力

を
挙
げ
て
と
り
く
ん
で
き
た
。
ま
っ
た

く
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
道
北
支
部
の

再
建
に
外
尾
会
長
も
参
加
し
て
総
会
を

開
き
、
署
名
と
会
費
の
滞
納
克
服
を
全

会
員
に
訴
え
、
年
末
に
は
年
度
内
会
費

と
カ
ン
パ
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

１
月
の
相
沢
良
、
２
月
は
野
呂
栄
太

郎
、
小
林
多
喜
二
な
ど
の
顕
彰
集
会
の

成
功
と
結
ん
で
、会
員
を
増
や
し
た
い
。

二
万
人
署
名
と
団
体
九
百
超
過
達
成

寺
や
教
会
の
協
力
が
力
に

二
万
人
署
名
と
団
体
九
〇
〇
の
目
標

を
超
過
達
成
し
た
が
、
う
ち
秋
田
支
部

が
一
万
七
二
四
〇
人
と
団
体
六
一
八
を

集
め
ま
し
た
。

支
部
は
毎
月
三
役
会
議
と
幹
事
会
を

開
い
て
と
り
く
み
を
総
括
し
、
ニ
ュ
ー

ス
で
活
動
状
況
を
会
員
に
知
ら
せ
て
い

る
。署

名
は
憲
法
改
悪
反
対
、
最
低
保
障

年
金
制
度
、
課
税
強
化
反
対
の
署
名
と

セ
ッ
ト
に
し
て
会
員
に
配
布
、
役
員
が

寺
や
教
会
に
要
請
。
県
内
全
市
町
村
議

会
で
の
『
陳
情
書
』
採
択
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
し
た
。

と

き

「
時
代
を
撃
て
」
を
成
功
さ
せ
、
青

年
と
の
接
点
広
げ
、
会
員
増
や
す

「
時
代
を
撃
て

多
喜
二
」
を
１０
月

に
出
雲
市
で
三
〇
〇
人
目
標
で
と
り
く

み
、
二
五
〇
人
が
参
加
。
多
喜
二
を
知

ら
な
い
若
い
人
た
ち
に
呼
び
か
け
、
団

体
と
個
人
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

学
習
を
し
な
が
ら
と
り
く
ん
だ
。
高
校

生
や
二
〇
代
の
青
年
も
参
加
し
、
「
あ

ん
な
時
代
が
日
本
に
も
あ
っ
た
の
か
」

「
今
を
学
ぶ
よ
い
教
科
書
だ
っ
た
」
な

ど
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
全

員
に
署
名
用
紙
を
渡
し
、
年
末
ま
で
に

八
〇
〇
人
超
の
署
名
と
会
員
八
人
を
増

や
し
ま
し
た
。

若
い
女
性
の
参
加
も
ふ
え
た

全
国
女
性
交
流
集
会

第
１６
回
全
国
女
性
交
流
集
会
は
、
七

カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
九
三
歳
の
松
崎

濱
子
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
小
松
と
き
さ

ん
、
増
田
し
う
さ
ん
、
石
川
さ
だ
の
さ

ん
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ら
れ
る

な
ど
、
歴
史
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。
討
論
の
中
で
は
「
女
性
部

は
な
ぜ
必
要
か
」
と
い
う
質
問
も
出
さ

れ
、
同
盟
会
員
の
自
覚
、
質
と
量
の
大

切
さ
を
痛
感
、
今
後
と
も
学
習
を
重
視

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
後
、
全
国
各
地
で
報
告
集
会
が

開
か
れ
、
感
動
が
広
が
っ
て
い
る
。
今

年
の
日
本
母
親
大
会
は
長
崎
県
で
開
か

れ
る
が
、昨
年
の
茨
城
で
の
集
会
で
は
、

「
再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
」

が
申
し
合
せ
の
中
に
と
り
入
れ
ら
れ

た
。
今
年
も
大
い
に
と
り
く
み
を
つ
よ

め
た
い
。

二
月
九
日
横
浜
事
件
の
判
決

横
浜
地
裁
に
無
罪
判
決
の
要
請
を

横
浜
事
件
の
判
決
・
公
判
が
２
月
９

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
完
全
無
罪
か
免
訴

か
と
い
う
こ
と
で
、
司
法
当
局
が
朝
日

新
聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
を
つ
か
っ
て
免
訴

で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
を
リ

ー
ク
し
て
い
る
。

完
全
無
罪
以
外
に
な
い
。
こ
の
事
件

は
す
べ
て
デ
ッ
チ
上
げ
。
共
産
党
再
建

の
た
め
の
謀
議
が
行
わ
れ
た
な
ど
は
事

実
無
根
。
拷
問
で
自
白
さ
せ
た
以
外
に

何
の
証
拠
も
な
い
。
横
浜
地
裁
に
無
罪

判
決
の
要
請
を
お
こ
な
っ
て
ほ
し
い
。

拡
大
の
経
験
を
ニ
ュ
ー
ス
に
載
せ
、

全
支
部
成
果
で
節
目
標
を
達
成

六
〇
〇
人
に
す
る
た
め
に
拡
大
理
事

会
を
開
き
、
１０
・
１１
月
を
拡
大
月
間
に

決
め
、
１０
月
に
二
人
拡
大
し
た
経
験
を

推
進
ニ
ュ
ー
ス
に
載
せ
た
。
こ
れ
を
読

ん
だ
支
部
長
が
、
う
ち
で
も
と
一
気
に

六
人
を
増
や
し
、
１１
月
は
毎
週
成
果
が

上
が
り
、
ニ
ュ
ー
ス
が
週
間
に
な
り
、

全
十
支
部
が
成
果
を
あ
げ
、
年
末
ま
で
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青
森

小
野
俊
子

滋
賀

西
田

清

山
梨

広
島
喜
栄
司

愛
媛

中
川
悦
良

に
三
三
人
の
目
標
を
達
成
。
署
名
も
遅

れ
て
い
る
が
、
推
進
委
員
会
を
つ
く
り

２
〜
４
月
ま
で
月
目
標
を
決
め
、
毎
月

ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
促
進
す
る
。

会
長
先
頭
に
支
部
で
拡
大
行
動

結
成
以
来
の
目
標
や
り
き
る

結
成
当
時
掲
げ
た
目
標
を
や
り
き
り

ま
し
た
。
む
つ
支
部
は
、
市
長
候
補
に

な
っ
た
人
が
、
治
安
維
持
法
の
こ
と
を

若
い
人
に
語
り
継
ぐ
の
は
わ
れ
わ
れ
以

外
に
な
い
、
と
発
言
。
こ
れ
を
聞
い
た
、

会
長
と
事
務
局
長
が
飛
ん
で
い
き
、
五

人
拡
大
。
弘
前
支
部
の
新
春
の
集
い
に

も
会
長
が
参
加
し
て
町
会
や
議
員
に
署

名
を
要
請
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
人
目
の

会
員
が
三
十
三
歳
の
市
議
予
定
候
補

者
。
八
戸
で
も
四
人
増
や
し
た
の
で
支

部
が
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
。

女
性
部
を
結
成
。「
時
代
を
撃

て
」を
成
功
さ
せ
、会
員
拡
大
を

や
っ
と
女
性
部
が
で
き
ま
し
た
。
全

国
集
会
に
参
加
し
た
二
人
の
代
表
が
、

１
月
に
報
告
集
会
を
開
い
て
結
成
し
ま

し
た
。
３
月
１５
日
に
「
時
代
を
撃
て
」

を
二
〇
〇
人
目
標
で
成
功
さ
せ
よ
う

と
、
券
売
り
と
労
組
・
民
主
団
体
へ
協

力
申
し
入
れ
。
こ
れ
と
結
ん
で
拡
大
を

推
進
。

署
名
の
推
進
委
員
会
を
毎
月
開
催
し

て
い
る
。
全
市
町
村
か
ら
集
め
る
た
め

に
、
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
出
か
け

て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
や
ろ
う
、
推
進
ニ

ュ
ー
ス
も
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

治
安
維
持
法
で
市
役
所
を
解
雇

市
長
は
日
弁
連
救
済
勧
告
も
拒
否

石
川
さ
だ
の
さ
ん
が
１２
月
２１
日
九
〇

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
石
川
さ
ん
は

治
安
維
持
法
で
三
回
逮
捕
。
そ
の
間
に

甲
府
市
役
所
を
解
雇
。
敗
戦
に
な
り
、

治
安
維
持
法
が
廃
止
に
な
っ
て
も
解
雇

は
取
り
消
さ
れ
ず
、
日
弁
連
が
救
済
勧

告
を
だ
し
て
も
甲
府
市
は
拒
否
し
ま
し

た
。
昨
年
、
戦
後
六
〇
年
で
マ
ス
コ
ミ

各
社
が
と
り
あ
げ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
な
ん

と
か
名
誉
回
復
で
き
な
い
か
」と
報
道
。

同
盟
は
市
長
に
面
談
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

再
建
三
年
目
、「
時
代
を
撃
て
」を

成
功
さ
せ
、支
部
確
立
を
軌
道
に

再
建
活
動
に
入
っ
て
三
年
目
。
七
二

人
ま
で
減
ら
し
た
会
員
を
一
〇
五
人
ま

で
回
復
し
ま
し
た
。
今
治
市
で
二
一
人

で
支
部
が
確
立
で
き
ま
し
た
。新
浜
市
、

西
条
市
、
四
国
中
央
市
で
も
こ
れ
に
負

け
る
な
と
、
支
部
確
立
の
段
取
り
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
月
七
日
は
村
山
知
義
の
治
安
維
持

法
の
公
判
に
舞
台
姿
で
駆
け
つ
け
援
護

し
た
新
派
の
名
優
井
上
正
夫
顕
彰
の
つ

ど
い
。
１５
日
の
「
時
代
を
撃
て
」
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
春
季
号

原
稿
を
募
集
し
ま
す

◆
テ
ー
マ

特
集
「
私
と
憲
法
」

字

数

二
千
字
以
内

戦
後
憲
法
に
限
ら
ず
、
戦
前
憲
法
の
も
と
で
兵
役
に
つ
き
戦
場

の
お
も
む
い
た
体
験
な
ど
も
歓
迎
し
ま
す

◆
そ
の
他

同
盟
の
理
念
に
か
な
っ
た
論
考
、治
安
維
持
法
に
よ
る
諸
事
件
、

犠
牲
者
の
掘
り
起
こ
し
、
顕
彰
な
ど
の
レ
ポ
ー
ト

字

数

五
千
字
以
内

◆
締
切
り

３
月
１０
日

『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
編
集
委
員
会

中
西
三
洋
会
長

「
米
寿
を
祝
う
会
」開
く

中
西
会
長
は
１
月
２４
日
に
八
十
八
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
、
地
区
委
員
長
を
つ

と
め
た
日
本
共
産
党
千
代
田
地
区
委
員

会
、
治
安
維
持
法
同
盟
、
親
戚
、
友
人

な
ど
に
よ
る
「
米
寿
を
祝
う
会
」
が
東

京
・
千
代
田
区
内
で
開
か
れ
七
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

中
西
会
長
は
元
気
な
姿
で
出
席
し
、

各
界
代
表
ら
か
ら
の
祝
辞
を
受
け
、
挨

拶
で
憲
法
九
条
改
悪
の
危
険
に
も
ふ

れ
、
戦
前
の
徴
兵
忌
避
の
体
験
を
述
べ

「
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
が
ん
ば
る
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
富
喜
子
夫
人
は

中
西
会
長
と
の
戦
前
戦
後
の
闘
い
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
が
ん
ば
っ
た

ふ
き
ち
ゃ
ん
」
を
参
加
者
に
配
り
ま
し

た
。
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「
宮
本
百
合
子
文
学
碑
」
は
、
飯
坂

温
泉
町
愛
宕
山
公
園
内
の
一
角
に
、
自

然
と
解
け
合
い
な
が
ら
静
寂
に
包
ま
れ

て
佇
ん
で
い
る
。

百
合
子
が
処
女
作
『
貧
し
き
人
々
の

群
』
で
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た

の
は
十
七
歳
の
時
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

年
と
翌
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
百
合
子

は
飯
坂
町
を
訪
れ
て
山
河
を
歩
き
、
人

々
と
交
流
し
て
、
第
二
作
と
な
る
『
弥

宜
様
宮
田
』
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
。

こ
の
小
説
は
、
狡
猾
残
忍
な
地
主
に

よ
っ
て
踏
み
に
じ
ら
れ
る
純
朴
な
小
作

農
の
善
意
を
、
十
八
歳
に
も
満
た
な
い

少
女
の
鋭
敏
な
観
察
力
で
描
写
し
た
秀

作
で
あ
る
が
、『
貧
し
き
人
々
の
群
』

の
当
時
の
文
壇
に
与
え
た
反
響
が
あ
ま

り
に
も
大
き
す
ぎ
た
た
め
、
話
題
に
な

る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
二
つ
の
小
説
は
混
然
一

体
と
な
っ
て
、
そ
の
後
の
百
合
子
の
文

学
の
母
胎
と
な
り
、
作
家
と
し
て
の
無

限
の
可
能
性
を
象
徴
す
る
作
品
で
あ
っ

た
。
こ
の
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品

に
光
を
当
て
た
の
が
、
県
本
部
前
会
長

吉
田
千
代
子
さ
ん
で
あ
る
。

在
野
の
百
合
子
研
究
家
と
し
て
も
女

性
史
研
究
家
と
し
て
も
令
名
の
高
か
っ

た
吉
田
さ
ん
は
、
「
こ
こ
飯
坂
町
に
記

念
碑
を
建
て
た
い
」
と
の
思
い
を
長
い

間
温
め
て
い
た
。
そ
し
て
百
合
子
生
誕

九
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え

て
、
地
元
有
志
の
人
々
の
協
力
の
も
と

に
「
百
合
子
碑
」
建
立
と
い
う
大
業
を

成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
碑
は
『
貧
し
き
人
々
の
群
』
を

記
念
し
て
、
郡
山
市
開
成
山
公
園
内
に

建
立
さ
れ
た
「
宮
本
百
合
子
文
学
碑
」

と
相
ま
っ
て
、
百
合
子
が
我
々
に
遣
し

て
く
れ
た
大
い
な
る
遺
産
で
あ
る
。

（
福
島
県
本
部

菅
原
勝
義
）

政
府
が
新
設
し
よ
う
と
し
て
い
る

「
共
謀
罪
」
は
、
死
刑
・
無
期
、
長
期

四
年
以
上
の
犯
罪
の
実
行
行
為
に
、
事

前
に
共
謀
（
相
談
）
し
た
こ
と
を
犯
罪

視
し
て
、
処
罰
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

四
年
以
上
の
懲
役
刑
の
犯
罪
事
件
の

共
謀
は
懲
役
二
年
。
十
年
以
上
の
大
罪

へ
の
共
謀
は
懲
役
五
年
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
般
的
に
犯
罪
事
件
に
は
、
実

行
行
為
、予
備
行
為
と
区
別
さ
れ
、

現
行
刑
法
で
予
備
行
為
の
段
階
で

処
罰
さ
れ
る
の
は
、
殺
人

・
強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪

の
み
。
こ
の
共
謀
罪
が
新

設
さ
れ
る
な
ら
ば
、
さ
ら

に
そ
の
前
の
段
階
で
の
共

同
謀
議
（
相
談
・
打
合
わ

せ
）
ま
で
処
罰
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
の
国
民
の
基
本
的
人

権
�
集
会
・
結
社
・
言
論
・
表
現
の
自

由
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
し
か
も
共
謀
の
事
実
の
捜
査

は
、
も
っ
ぱ
ら
密
告
・
盗
聴
に
よ
っ
て

お
こ
な
わ
れ
、
室
内
盗
聴
機
や
監
視
カ

メ
ラ
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
、
令
状
な
し

の
盗
聴
・
盗
撮
が
、
日
常
化
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。密
告
制
度
も
奨
励
さ
れ
、

近
隣
と
の
友
好
的
な
市
民
生
活
が
バ
ラ

バ
ラ
に
分
断
さ
れ
、
社
会
不
安
が
助
長

さ
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
の
治
安
維
持
法
の
「
目
的
遂

行
罪
」
を
連
想
さ
れ
る
こ
の
悪
法
制
定

の
理
由
を
政
府
は
、『
国
際
的
な
組
織

犯
罪
の
阻
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条

約
』（
二
〇
〇
〇
年
十
月
国
連
採
択
）

に
対
応
す
る
国
内
法
の
整
備
と
主
張
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
す
で
に
国
会
に

三
回
上
程
さ
れ
二
回
廃
案
、
現
在
継
続

審
議
中
で
す
。

国
際
的
組
織
犯
罪
と
い
え
ば
、
テ

ロ
と
か
麻
薬
取
引
き
、
銃
器
密
輸
な

ど
が
対
象
の
は
ず
で
す
が
、
日
本
政

府
は
そ
れ
に
便
乗
す
る
形
で
、
刑
法

の
一
般
的
犯
罪
行
為
に
広
げ
、
市
民

団
体
、
労
働
組
合
、
政
党
活
動
な
ど

二
人
以
上
の
集
団
を
無
限
定
に
対
象

と
し
た
、
治
安
対
策
強
化
に
悪
用
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

す
で
に
南
野
法
相
は
国
会
で
対
象
と

な
る
犯
罪
行
為
は
六
一
五
件
と
言
明
。

消
費
税
法
違
反
事
件
、
公
職
選
挙
法
違

反
事
件
、
公
害
犠
牲
者
の
企
業
体
へ
の

集
団
抗
議
行
動
、
税
金
免
税
闘
争
も
捜

査
の
対
象
に
ふ
く
ま
れ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。そ

の
危
険
性
は
憲
法
改
悪
の
先
取

り
、
治
安
維
持
法
体
制
復
活
の
前
兆
と

指
摘
で
き
ま
す
。

（
元
）

顕彰碑
探探訪訪

共 謀 罪

時の焦点

『
弥
宜
様
宮
田
』の
舞
台
と
な
っ
た

福
島
市
飯
坂
温
泉
町
に
建
つ宮本

百
合
子
文
学
碑
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三
浦
雷
太
郎
さ
ん
は
、一
九
〇
七（
明

４０
）
年
５
月
３
日
、
秋
田
市
大
工
町
で

旅
館
業
の
長
男
に
生
れ
た
。
秋
田
商
業

学
校
二
年
生
の
時
、
足
尾
銅
山
を
馘
首

さ
れ
た
労
働
者
二
人
が
街
頭
演
説
を
や

り
な
が
ら
パ
ン
フ
を
売
っ
て
い
た
の
に

同
情
し
、
三
浦
さ
ん
も
パ
ン
フ
売
り
を

手
伝
い
、
労
働
者
と
一
緒
に
検
挙
さ
れ

た
。当
然
学
校
を
処
分
さ
れ
る
と
こ
ろ
、

校
長
の
は
か
ら
い
で
退
学
に
な
ら
ず
に

す
ん
だ
。

農
民
運
動
の
中
で
党
を
組
織

こ
れ
が
動
機
に
な
っ
て
社
会
主
義
を

勉
強
す
る
よ
う
に
な
り
、
同
校
内
に
学

生
社
会
科
学
研
究
会
を
組
織
。
ま
た
、

『
種
蒔
く
人
』
同
人
畠
山
松
治
郎
ら
の

『
秋
田
労
農
社
』
に
参
加
し
て
、
棚
橋

貞
雄
（
秋
田
県
の
共
産
党
組
織
創
立

者
）、
畠
山
松
治
郎
の
指
導
・
援
助
で

秋
田
県
の
「
学
生
社
会
科
学
研
究
会
連

合
会
」
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

秋
田
商
業
学
校
を
卒
業
し
た
三
浦
さ

ん
は
、
秋
田
県
庁
会
計
課
に
勤
務
し
た

が
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
日
本
共
産
党

大
弾
圧
３
・
１５
事
件
で
検
挙
さ
れ
、
県

庁
を
解
雇
さ
れ
た
。
こ
の
検
挙
と
解
雇

を
き
っ
か
け
に
革
命
運
動
に
飛
び
込
む

決
意
を
し
、
農
民
運
動
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

二
八
（
昭
３
）
年
１２
月
に
は
鹿
角
郡

花
輪
町
を
中
心
に
し
た
全
農
南
鹿
争
議

団
を
結
成
し
、
書
記
長
と
し
て
小
作
争

議
を
指
導
、
こ
の
な
か
で
日
本
共
産
党

に
入
党
し
、
同
時
に
共
産
党
花
輪
細
胞

を
建
設
し
て
い
る
。
二
九
年
の
共
産
党

大
弾
圧
４
・
１６
事
件
で
検
挙
、
懲
役
２

年
の
刑
を
う
け
下
獄
。

仙
台
の
刑
務
所
で
は
大
沢
久
明
（
戦

後
、
共
産
党
青
森
県
委
員
長
）
ら
と
獄

中
細
胞
を
結
成
し
、
細
胞
新
聞
を
発
行

（
三
回
）
し
て
待
遇
改
善
な
ど
を
要
求

し
厳
し
い
迫
害
を
受
け
て
い
る
。

三
二
（
昭
７
）
年
、「
非
転
向
」
で

出
獄
し
た
三
浦
さ
ん
は
、
直
ち
に
農
民

運
動
に
参
加
し
、
全
農
全
国
会
議
秋
田

県
評
議
会
の
書
記
長
、
な
ら
び
に
全
国

委
員
と
し
て
、
主
と
し
て
県
南
部
の
小

作
争
議
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。

同
年
１１
月
、一
〇
二
人
が
検
挙
さ
れ
、

共
産
党
員
二
三
人
が
起
訴
さ
れ
た
『
秋

田
共
産
党
事
件
』
で
検
挙
さ
れ
、
７
カ

月
間
警
察
に
留
置
さ
れ
た
が
、
党
組
織

と
の
関
係
が
発
覚
せ
ず
不
起
訴
で
釈
放

に
な
っ
て
い
る
。
三
浦
さ
ん
は
、「
以

後
、
終
戦
ま
で
党
と
の
連
絡
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て

い
る
。
こ
の
時
、
三
浦
さ
ん
は
二
五
歳

で
あ
っ
た
。

秋
田
市
会
議
員
選
挙
に
当
選

『
秋
田
共
産
党
事
件
』
で
釈
放
さ
れ

た
三
浦
さ
ん
は
、
三
四
（
昭
９
）
年
４

月
、
秋
田
中
央
農
民
組
合
の
委
員
長
に

迎
え
ら
れ
た
が
、
同
年
１１
月
２３
日
、
日

本
共
産
党
中
央
の
「
多
数
派
」
分
派
か

ら
機
関
紙
が
送
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と

の
理
由
で
検
挙
・
送
検
さ
れ
た
が
、
４

カ
月
間
の
取
調
の
あ
と
、
起
訴
猶
予
で

釈
放
さ
れ
た
。

引
き
続
き
秋
田
中
央
農
民
組
合
で
活

動
し
て
い
た
三
浦
さ
ん
は
、
三
七
（
昭

１２
）年
４
月
の
秋
田
市
会
議
員
選
挙
に
、

農
民
組
合
を
支
持
地
盤
に
し
て
立
候
補

し
見
事
に
当
選
し
て
い
る
。
し
か
し
３

カ
月
後
に
は
、
日
本
帝
国
主
義
が
中
国

に
対
す
る
全
面
侵
略
戦
争
を
開
始
。
国

民
精
神
総
動
員
実
施
を
決
定
し
て
、
国

民
の
思
想
統
制
を
飛
躍
的
に
強
化
し
た

政
府
は
、
１２
月
に
は
戦
争
反
対
の
「
人

民
戦
線
結
成
を
企
て
た
」
と
し
て
大
規

模
な
弾
圧
を
強
行
し
た
。

こ
の
弾
圧
で
三
浦
さ
ん
は
「
反
戦
運

動
と
共
産
主
義
思
想
」
を
理
由
に
懲
役

２
年
の
実
刑
で
再
び
投
獄
。
三
浦
さ
ん

が
刑
を
終
え
て
出
獄
し
た
の
は
終
戦
２

年
前
で
あ
っ
た
。

三
浦
雷
太
郎
さ
ん
の
戦
前
・
戦
中
の

活
動
は
、
治
安
維
持
法
下
の
専
制
時
代

に
、
社
会
進
歩
と
革
命
を
求
め
た
、
命

を
か
け
た
闘
い
の
連
続
で
あ
っ
た
。
こ

の
不
屈
の
闘
い
は
、
秋
田
県
に
お
け
る

革
命
運
動
の
戦
前
史
の
誇
り
と
な
っ
て

い
る
。

戦
後
、
三
浦
さ
ん
は
、
共
産
党
秋
田

県
委
員
長
、
同
党
中
央
委
員
な
ど
を
六

一
歳
で
死
去
す
る
ま
で
歴
任
し
た
。

秋
田
市
墓
地
公
園
に
は
、
三
浦
さ
ん

の
業
績
を
偲
び
、「
不
屈
」
と
刻
ま
れ

た
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

検
挙
・
投
獄
六
回

不
屈
に
闘
っ
た
三
浦
雷
太
郎
さ
ん

近
江
谷
昭
二
郎

（
秋
田
県
本
部
会
長
）
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同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

こ娘
の
傍
に
暮
す
と
越
し
た
る
友
の
家
花
木
の
庭
は
雪
に
埋
も
る

脚
本
家
と
な
れ
る
Ｓ
君
綴
り
方
の
宿
題
出
さ
ず
と
叱
り
し
教
え
子

〈
評
〉
第
一
首
目
、
歌
意
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、「
花
木
の
庭
」に
、

友
の
生
活
の
背
景
を
、
し
み
じ
み
と
し
て
想
像
さ
せ
て
く
る
。
二
首
目
は
、

「
あ
の
Ｓ
君
が
―
」
と
い
っ
た
驚
き
と
、
ま
た
な
つ
か
し
さ
を
含
む
。

静
岡
県

江
川

佐
一

片
耳
の
大
鹿
見
つ
む
山
蔭
に
月
の
輪
熊
は
高
く
見
お
ろ
す
（
椋
鳩
十
記
念
館
）

あ
た
え
ゆ
う

き

み
ど
り
児
は
母
の
乳
房
に
指
触
れ
て
与
勇
輝
の
人
形
と
逢
う
（
河
口
湖
ミ
ュ
ー

ズ
館
）

〈
評
〉
椋
鳩
十
は
児
童
文
学
者
。
記
念
館
は
鹿
児
島
県
の
加
治
木
に
あ
る
。「
月

の
輪
グ
マ
」は
代
表
作
で
、
そ
の
印
象
を
歌
う
。
二
首
目
の
作
品
と
と
も
に
、

作
者
の
感
動
が
、
ム
ダ
の
な
い
言
葉
で
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県

若
林

義
文

と

も

あ
い
次
い
で
同
志
は
逝
き
た
り
鎌
倉
の
山
も
破
壊
の
一
途
た
ど
れ
り

尋
ね
く
る
同
志
も
な
か
り
し
反
戦
を
唱
え
戦
後
も
六
十
年
経
つ

〈
評
〉
戦
後
を
反
戦
平
和
の
思
い
一
筋
に
た
た
か
っ
て
来
た
感
慨
を
こ
め
た
作

品
で
あ
る
。
二
首
の
作
品
に
は
、
自
然
破
壊
に
よ
る
地
域
の
変
貌
を
見
つ
め

な
が
ら
、
志
を
と
も
に
し
て
来
た
、
今
は
亡
き
同
志
た
ち
を
悼
ん
で
い
る
。

鳥
取
県

大
久
保

禮
吉

初
め
て
の
握
手
の
温
も
り
冷
め
や
ら
ず
志
位
演
説
に
勇
気
湧
き
出
づ

書
記
局
長
の
母
堂
の
歌
に
ほ
の
ぼ
の
と
親
子
の
愛
に
我
を
重
ね
る

〈
評
〉
第
一
首
目
、
志
位
さ
ん
の
手
の
あ
た
た
か
さ
と
、
そ
の
時
聞
い
た
演
説

の
感
動
を
う
た
っ
て
い
る
。
二
首
目
は
市
田
さ
ん
の
歌
。
作
者
の
母
恋
い
の

歌
。

東
京
都

山
崎

元

晩
節
の
元
朝
に
汲
む
若
水
は
改
憲
ゆ
る
さ
ぬ
五
カ
年
の
大
計

〈
評
〉
「
大
計
」
と
は
大
き
な
決
意
、
大
き
な
事
業
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ

う
。
新
し
い
年
を
迎
え
た
作
者
の
心
意
気
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

民
主
主
義
文
学
の
研
究
者
、
歌
人
で

あ
り
、
政
治
革
新
の
運
動
家
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
奈
良
さ
ん
が
、
私
た

ち
各
地
の
同
盟
な
ど
で
の
講
演
や
『
治

安
維
持
法
と
現
代
』
誌
へ
の
論
考
等
を

も
と
に
し
て
ま
と
め
上
梓
さ
れ
た
。

�

先
駆
者
た
ち
の
思
想
と
文
学

�

文
学
の
伝
統
と
継
承

の
二
章
に
八
つ
の
主
題
が
盛
ら
れ
て
い

る
。一

つ
は
、
上
野
壮
夫
、
若
杉
鳥
子
、

田
中
正
造
な
ど
、
茨
城
の
古
河
出
身
の

著
者
が
郷
土
の
す
ぐ
れ
た
先
人
た
ち
に

つ
い
て
、
そ
の
苦
難
の
、
不
屈
な
生
涯

と
作
品
を
た
ど
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
が

現
在
の
改
憲
策
動
と
た
た
か
い
、
平
和

・
民
主
の
理
念
の
実
現
め
ざ
す
国
民
の

運
動
に
大
き
な
激
励
と
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
文
学
に
描
か
れ
た
治
安
維

持
法
下
の
た
た
か
い
と
今
日
へ
の
教

訓
」「
短
歌
に
詠
わ
れ
た
戦
争
と
平
和
」

「
治
安
維
持
法
下
の
歌
人
た
ち
」
な
ど

に
は
、
直
接
い
ま
の
私
た
ち
の
運
動
の

基
点
に
か
か
わ
る
内
容
が
お
さ
め
ら
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
が
著
者
の
研
究
者

と
し
て
の
研
さ
ん
と
革
新
政
治
家
と
し

て
の
実
践
と
の
統
一
に
よ
っ
て
こ
そ
生

み
出
さ
れ
た
も
の
、
と
の
感
を
深
く
す

る
。例

え
ば
、「
現
代
に
生
き
る
田
中
正

造
の
思
想
と
行
動
」
で
、
鉱
毒
事
件
の

た
た
か
い
に
一
生
を
捧
げ
た
と
い
う
一

般
的
な
正
造
像
を
、
さ
ら
に
日
記
な
ど

の
資
料
を
よ
み
と
く
こ
と
に
よ
っ
て
あ

の
明
治
憲
法
下
に
お
い
て
、
彼
は
現
在

の
日
本
国
憲
法
の
光
彩
を
放
つ
平
和
・

民
主
の
原
則
と
理
念
�
国
民
主
権
、
基

本
的
人
権
、
議
会
制
民
主
主
義
、
地
方

自
治
の
精
神
、
国
際
的
視
野
に
立
つ
恒

久
平
和
の
主
張
を
す
で
に
先
駆
的
に
身

に
つ
け
て
い
た
と
い
う
論
述
な
ど
は
、

目
を
見
張
ら
せ
る
よ
う
な
提
起
で
あ

る
。
ま
た
、「
渡
辺
順
三
は
窪
田
空
穂

か
ら
何
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
か
」
な

ど
も
、
素
人
の
私
な
ど
に
も
、
尽
き
な

い
興
味
を
か
き
立
て
て
く
れ
る
。

文
学
愛
好
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
平

和
と
民
主
主
義
、
革
新
を
め
ざ
す
多
く

の
人
々
に
ぜ
ひ
一
読
を
お
す
す
め
し
た

い
好
著
で
あ
る
。

（
巽
）

書棚

奈
良
達
雄
著

『
歴
史
に
生
き
る
文
学
』
下
町
人
間
総
合
研
究
所
刊

二
、〇
〇
〇
円
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治
安
維
持
法
事
件
の

石
川
さ
だ
の
さ
ん
死
去

甲
府
市
役
所
に
治
安
維
持

法
に
よ
る
不
当
解
雇
の
「
名

誉
回
復
」
を
求
め
て
い
た
石

川
さ
だ
の
さ
ん
（
同
盟
山
梨

県
本
部
女
性
部
長
）
は
、
さ

る
１２
月
２１
日
多
臓
器
不
全
の

た
め
死
去
。
９０
歳
で
し
た
。

石
川
さ
ん
は
１
９
３
４
年

東
京
交
通
労
組
の
ス
ト
ラ
イ

キ
に
参
加
。
４２
年
治
安
維
持

法
違
反
容
疑
で
憲
兵
隊
に
逮

捕
、
甲
府
市
役
所
を
解
雇
さ

れ
ま
し
た
。
甲
府
市
に
た
い

し
「
名
誉
回
復
」
を
求
め
、

日
弁
連
は
救
済
を
勧
告
し
ま

し
た
が
市
が
拒
否
。
提
訴
を

準
備
中
で
し
た
。

事
務
局
日
誌

１２
月
１５
日

葛
飾
古
川
苞
墓

参
り

１２
月
２２
日

国
際
女
性
デ
ー

実
行
委
員
会

１２
月
２３
日

葛
飾
マ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ラ
配
布
不

当
弾
圧
一
周
年

記
念
集
会

１
月
１３
日

３
・
８
国
際
女

性
デ
ー
実
行
委

員
会

１
月
１６
日

「
不
屈
」
２
月

号
編
集
会
議

１
月
１７
日

日
本
国
際
法
律

家
協
会
理
事
会

１
月
２４
日

中
央
三
役
会
議

１
月
２５
日

新
春
中
央
理
事

会

１
月
２６
日

国
際
人
権
活
動

日
本
委
員
会

１
月
２８
日

３
・
８
国
際
婦

人
デ
ー
実
行
委

員
会

１
月
３１
日

「
不
屈
」
２
月

号
編
集
会
議

〈
寄
贈
図
書
〉

『
瀬
長
フ
ミ
と
亀
次
郎
』

あ
け
ぼ
の
出
版

内
村
千
尋
著

『
五
・
一
広
場
』
本
の
泉

社

田
中
山
五
郎
著

お
詫
び

『
治
安
維
持
法

と
現
代
』
誌
（
Ｎ
Ｏ
・
１０
）

の
一
部
に
乱
丁
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
購
読
の
方
は
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
正
確
な
も
の
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

●
新
年
号
に
掲
載
し
た
年
賀

名
刺
広
告
を
、
左
記
の
と
お

り
追
加
・
訂
正
い
た
し
ま
す
。

西
日
本
版
二
頁
「
滋
賀
第

一
法
律
事
務
所
」
の
吉
原
稔

弁
護
士
を
削
除
。

日
本
共
産
党

山

口

県

委

員

会

委
員
長

加

藤

碩

山
口
市
小
郡
山
手
上
三
七
三
―
五

�
○
八
三
―
九
七
二
―
○
四
二
○

山
口
県
商
工
団
体
連
合
会

山
口
市
小
郡
大
江
町
一
―
二
七

�
〇
八
三
―
九
七
二
―
三
九
六
二

山
口
・
戦
争
体
験
を

記
録
す
る
会

山
口
市
大
内
御
堀
二
〇
六
四
―
一
四

守
屋
宏
方

�
○
八
三
―
九
二
二
―
八
六
九
六

新
日
本
婦
人
の
会
山
梨
県
本
部

会
長

石

原

靖

子

甲
府
市
丸
の
内
二
―
二
五
―
一
九

�
〇
五
五
―
二
二
六
―
五
三
三
四

日
本
共
産
党

笛
吹
市
議
員
団

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
三
二
‐
二

�
〇
五
五
―
二
六
二
―
〇
一
二
六（
Ｆ
兼
）

日
本
共
産
党

上

山

市

議

団

上
山
市
葉
山
五
―
六
五

橋
本
方

�
〇
二
三
―
六
七
二
―
〇
六
八
七

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹

北
海
道
実
行
委
員
会

札
幌
市
白
石
区
菊
水
二
条
二
―
三
―
二
一

野
月
ビ
ル
３０３

�
○
一
一
―
八
二
二
―
三
八
六
〇

弁
護
士

於
保

睦

下
関
市
貴
船
町
三
―
一
―
三
七

於
保
法
律
事
務
所

�
〇
八
三
二
―
三
四
―
一
二
一
五（
Ｆ
兼
）

下
関
中
央
法
律
事
務
所

弁
護
士

田
川
章
次

弁
護
士

板
淵

力

下
関
市
貴
船
町
三
―
一
―
一

下
関
中
央
ビ
ル
４
階

�
○
八
三
二
―
三
二
―
七
一
六
七

Ｆ
○
八
三
二
―
三
五
―
〇
一
六
二

日
本
共
産
党
・
市
民
共
同

下
関
市
議
会
議
員
団

下
関
市
田
中
町
六
―
二
三

�
〇
八
三
二
―
二
三
―
九
四
一
四

Ｆ
〇
八
三
二
―
二
三
―
五
二
一
五

日
本
共
産
党

香
川
町
議
会
議
員
団

�
〇
八
七
―
八
七
九
―
〇
二
二
一

鳥
取
県
民
主
商
工
会
連
合
会

境
港
市
湊
町
五
五

�
〇
八
五
九
―
四
四
―
二
〇
一
〇

鳥
取
民
主
商
工
会

鳥
取
市
西
品
冶
一
〇
五

�
〇
八
五
九
―
二
四
―
五
一
九
一

米
子
民
主
商
工
会

米
子
市
博
労
町
三
―
九
〇

�
〇
八
五
九
―
二
二
―
三
八
六
〇

境
港
民
主
商
工
会

境
港
市
湊
町
五
五

�
〇
八
五
九
―
四
四
―
二
〇
一
〇

●治安維持法と現代について学ぶ定期誌

２００５年秋季号
好評発売中

第１６回全国女性交流集会報告集
治安維持法廃止から６０年、反動勢力は憲法改悪・教育基本法改悪を

はじめ再び戦争と暗黒政治の復活に向けて動きを強めています。同盟
の二大定期誌は過去に学び、同盟運動を発展させる必読文献です。
定価各１０００円、送料２４０円、各都道府県本部でお求めください。

企画・編集 治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟

『治安維持法と現代』
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